
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和８年度宮古市文化財保存活用地域計画協議会を次のとおり開催しました。 

 

令和８年９月１７日 

 

宮古市文化財保存活用地域計画協議会 

 

１ 開催日時 

  令和８年７月２９日（水） 午後２時００分～３時３０分 

 

２ 開催場所 

  崎山公民館多目的ホール 

 

３ 議題 

 (1) 令和７年度第２回宮古市文化財保存活用地域計画協議会からの経過報告に 

ついて 

(2) 地域の宝マップの作成について 

(3) 文化財ハザードマップ及び文化財危機管理カルテについて 

 

４ 会議の概要 

  詳細は別紙会議録のとおり。 

 

５ 問い合わせ先 

  宮古市交流推進部スポーツ文化課学芸係 

電話番号０１９３－６５－７５２６ 

 

 

 

  



１ 

令和８年度宮古市文化財保存活用地域計画協議会 開催結果 

 

 

１ 出 席 者（１０名） 

  加倉井理佐・武田章・海津ゆりえ・神楽栄子・佐々木信一・本多準一郎・柳澤忠

昭・坂本紗綾・澤田亮・中村菜摘 

２ 欠 席 者（２名） 

  佐々木尚敬・盛岩幸恵 

３ 事務局出席者（１２名） 

  交流推進部長 田代明博、スポーツ文化課長 竹原和彦、スポーツ文化課文化振

興担当課長 假屋雄一郎、スポーツ文化課学芸係長 江口邦泰、同係 千葉剛史

主査、三浦幸恵主任、菊池駿貴主任学芸員、スポーツ文化課埋蔵文化財センター 

長谷川真所長、同係 上條瑞貴文化財調査員、スポーツ文化課市史編纂室 田﨑

農巳室長、崎山貝塚縄文の森ミュージアム館長 安原 誠、北上山地民俗資料館

館長兼学芸員 髙橋希環子 

４ 傍聴者 

  なし 

５ 議題等 

(1) 会長・副会長の選出について 

  会長に海津ゆりえ委員が、副会長に佐々木信一委員が選出された。 

(2) 令和７年度第２回宮古市文化財保存活用地域計画推進協議会からの経過報 

  告について 

    当該協議会の前身である宮古市文化財保存活用地域計画推進協議会におい 

て意見のあったことについて、事務局から経過を報告した。 

  (3) 地域の宝マップの作成について 

    実施事業の報告及び「地域の宝マップ」津軽石区域編の進捗について、事務

局から概要を説明し意見を聴取した。 

  (4) 文化財ハザードマップ及び文化財危機管理カルテについて 

    事業内容について、事務局から概要を説明し意見を聴取した。 

      

 



２ 

質疑応答内容 

質問・意見 回答 

【会長・副会長の選出】 

＜異議なし＞ 

 

【議題(1) 令和７年度第２回宮古市文化財

保存活用地域計画推進協議会からの経過報

告について】 

（委員） 

新里区域の食文化保存伝承活用について、

どのような進め方か。 

 

 

（委員） 

近内中村遺跡出土品の常設展示について、

崎山貝塚縄文の森ミュージアム１階の企画

展示室を視野に入れているが、毎年実施して

いる縄文の森ミュージアムの企画展はどこ

で行うのか。 

 

（委員） 

近内中村遺跡出土品はどのようなものか。 

 

 

（委員） 

「地域の宝マップ門馬区域編」のインバウ

ンド対応について、マップのデ―タを県の観

光協会へ送付すると記載されているが、デー

タよりは手に取ってもらえる冊子の方が良

いかと思われる。また、英語版での冊子を配

布することは検討されているか。 

 

【議題(2) 地域の宝マップの作成について】 

（委員） 

イベントの応募者は固定化している傾向

にあるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

岩手県や宮古市で以前作成された郷土料

理の冊子を基に、郷土料理を新たに追加する

かたちで進めていく。 

 

（事務局） 

 展示場所については課内で検討している

段階にあり決まっていないが、１階の企画展

示室を近内中村遺跡出土品の常設展示室と

することも選択肢の一つである。 

 

 

（事務局） 

縄文時代の中でも、後期・晩期と呼ばれる、

比較的新しい時期の出土品からなる。 

 

（事務局） 

データではなく冊子を県の観光協会へ配

布する。英語版は作成していない。 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

リピーターの方の応募は見受けられるが、

自分が住む地域以外の文化財を見学しよう

と初めて応募される方も見受けられ、好評を

いただいている。 



３ 

（委員） 

門馬区域のイベントでは、門馬区域以外の

方は参加していたか。あるいは、門馬区域の

方がほとんどか。また、イベント開催案内は

参加者皆さんに知らせているのか、それと

も、募集開始と同時に「広報みやこ」に掲載

するのか。 

 

 

（委員） 

盛合家の見学は、事前に許可が必要か。 

 

 

 

（委員） 

地域の宝マップ津軽石区域編について、移

動時間や避難場所の記載が必要かと思う。 

 

 

（委員） 

 地域の宝マップ津軽石区域編について、文

言の統一、ルビ、表記の追加をお願いしたい。 

 

 

【議題(3) 文化財ハザードマップ及び文化

財危機管理カルテについて】 

（委員） 

 文化財ハザードマップは、内部資料のイメ

ージか。 

 

（委員） 

 文化財危機管理カルテを基に、文化財を修

理するとか移転するとか、そういうことも出

てくるのか。 

 

 

（委員） 

 文化財危機管理カルテについて、他の同類

（事務局） 

地質、歴史、自然等、地域の様々な側面が

見学できるということで市外の方も多く参

加している。募集については、川井地域にお

住いの方には事前に年間行事をお知らせし

ている。その他はイベント参加者ではなく、

「広報みやこ」で広く募集することとしてい

る。 

 

（事務局） 

要事前連絡としている。当日は職員が出向

き、見学者に盛合家住宅主屋と盛合氏庭園に

ついて説明する。 

 

（事務局） 

避難所についてはマップに掲載する。避難

場所については市ホームページの地域の宝

マップコーナーにて掲載する。 

 

（事務局） 

 ご指摘の内容について、課内で検討した上

で追加・修正する。 

 

 

 

 

（事務局） 

 文化財所有者へ配布する資料と認識して

おり、公開の予定はない。 

 

（事務局） 

文化財危機管理カルテは危機管理マニュ

アルを作成する上での基礎データとするも

のであり、修理や移転については、文化財保

護審議会で意見を伺い、対応を考えていく。 

 

（事務局） 

 特に参考としたものはない。 



４ 

のものを参考にしているか。 

 

【その他について】 

（委員） 

 郷土食について、新里地区の調査を今年度

実施できないか。 

 

 

 

（事務局） 

基礎となる調査を行いながら、新里地区の

郷土食についてご協力いただける方を求め

ていくこととしたい。 

 


